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少納言喜多
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どもとおとなに
でっかいプレゼ

こ

・一児童館・図書館オープンー

　
市
図
書
館
は
、
近
代
建
築
の
粋
を

結
集
し
た
“
市
民
の
オ
ア
シ
ス
4
に

ふ
さ
わ
し
い
建
物
と
し
て
、
旧
館
の

側
に
新
ら
し
く
生
れ
か
わ
り
ま
し
た
。

　
新
図
書
館
は
、
豊
富
な
蔵
書
を
備

え
、
手
に
と
っ
て
好
み
の
本
を
選
べ

る
時
間
と
、
広
さ
と
施
設
内
容
を
整

え
、
ゆ
っ
た
り
し
た
閲
覧
室
は
、
自

然
採
光
、
電
気
照
明
と
も
目
が
疲
れ

な
い
工
夫
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
図
書
館
の
第
一
条
件
で
あ
る
静
か

な
場
所
に
恵
ま
れ
、
立
地
条
件
も
よ

く
白
石
の
文
化
の
殿
堂
に
ふ
さ
わ
し

く
、
皆
様
の
お
出
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

し湿沖欺　　　聖レ轟“屈
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立派な図書館

参加しましょう∠ノ6月1日（土）～2日（日

残雪の南蔵王山開き
日程　6月1日白石駅前観光案内所午後4時2σ分集合

　　6月2日京成ロッジ出発（5．30）～垂清沢（6．30）～
　　　花道コース

～＜沢登コース＞水引き入道山（10・00）～南麗蕗）

　　　　　～京成ロッジ（15．00）～臼石着（16．30）

募集人員30名　会費3，000円
申込期限　　5月15日（但し定員になり次第〆切）

申込先　　白石市観光案内所　T　E　L⑥一2042

第16回全日本こけしコンクール
　　　昭和49年5月20日（月）～24日（金）5日間

　　　自石市民会館
第1部　　伝統こけし（旧型）　　　第2部　　新型こけし

第3部　　創作こけし　　　　　　　第4部　　木地玩具

第5部　　木製こけし応用品　　　実演展示即売いたします
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新しい児童館で大よろこび

　
最
近
、
子
供
達
が
自
由
に
遊
び
ま

わ
れ
る
場
所
が
少
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　
共
稼
ぎ
家
庭
の
子
供
達
に
夢
を
あ

た
え
、
守
ろ
う
と
市
は
〃
子
供
の
夢

の
国
〃
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

　
そ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
ひ
と
つ
に
、

白
石
で
二
つ
目
の
自
石
第
一
児
童
館

が
完
成
し
ま
し
た
。

　
子
供
達
は
、
大
き
く
美
し
い
建
物

に
、
と
ま
ど
い
を
感
じ
た
よ
う
で
す

が
、
元
気
い
っ
ぱ
い
遊
び
、
健
康
な

身
体
を
つ
く
り
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験

の
中
か
ら
次
代
を
担
う
、
若
人
と
し

て
成
長
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

2「人は右・車は左」2対面通行に決まる（昭和24年

　　　　　　　　　　　　．Noと177

熱衝「ガ署甥櫨一
　　一　へ驚、～．む　『

一し、づもご勘誌實榊

　ひごろ、市民のみなさまの中間

にあって、活躍しておる区長さん

方です。

　朱日開かれた、白石市公衆衛生

組合連合会総会の席上で、多年の

労苦に対して、市長並びに関係機

関より衛生功労者として、表彰を

受けました。
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題諾街の

側

の
　
話
　
題

、

灘講
「

蝋

“

話題一一
の

　　　　　　　薄　　　　　講

　　　　　“　　瓢鍔

縷
由
　
、

営淳

斎

懸

項力

街

　
　
　
　
　
　
　
蹴
　
轄

　
　
　
　
　
　
　
鑛
鰐
灘
旧
蜜

　
　
　
　
　
　
　
鷺
灘

　
　
　
．
麟

　
　
　
艶
　
夢
｝

讐
，
謹
夢
　
　
．

夢1

　◇◇◇夢のかけ橋完成。◇◇

　国鉄東北本線で、二分されて

おった臼石の市街地に、駅東側

地区の住民待望の構内跨線人道

橋が、立派に完成しました。

　通勤、通学者も、買物する主

婦の方も、街に出るのに近くな

ったと大嬉び一…

き
街
　
の
　
話
題

“
史
「
戸

の話題

少
納
言
喜
多
子
の
墓

白
石
市
史
編
募
委
員

　
小
原
温
泉
に
む
か
う
国
道
一
ニ
ニ

号
線
に
沿
う
蔵
本
滝
の
観
音
堂
の
小

丘
上
の
奥
ま
っ
た
境
内
の
雑
木
林
の

中
に
初
代
片
倉
小
十
郎
景
綱
の
姉
少

納
言
喜
多
子
の
墓
が
あ
る
。
伊
達
政

宗
の
保
媚
で
あ
り
、
春
日
局
（
三
代

将
軍
徳
川
家
光
乳
母
）
、
政
岡
（
四

　
　
　
　
　
飯
沼
寅
治

賜
わ
っ
た
政
宗
の
奥
の
局
の
長
と
な

っ
た
彼
女
は
、
少
納
言
の
名
を
受
け

る
程
活
躍
し
た
。
し
か
し
突
然
の
大

閤
の
使
者
が
政
宗
不
在
の
伊
達
邸
に

来
て
、
寵
愛
の
侍
女
藤
女
を
献
上
す

る
よ
う
要
請
の
あ
っ
た
時
、
喜
多
子

は
全
責
任
を
負
い
、
そ
の
要
請
を
入

代
仙
台
藩
主
綱
村
の
母
ー
三
沢
初
子
）
れ
た
。
そ
れ
が
政
宗
の
怒
り
に
ふ
れ
、

と
並
ん
で
三
大
賢
婦
人
と
言
わ
れ
る
。
晴
天
一
万
日
の
執
居
の
刑
罰
を
受
け

こ
の
婦
人
の
墓
は
み
か
げ
石
の
柵
に

囲
ま
れ
た
七
十
セ
ン
チ
程
の
苔
む
し

た
小
さ
な
石
碑
で
あ
る
。

　
早
く
し
て
両
親
に
死
別
し
た
景
綱

の
親
代
り
と
な
っ
て
養
育
し
た
喜
多

子
は
、
景
綱
が
十
九
才
の
時
に
伊
達

家
に
仕
官
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
さ
せ
、

景
綱
は
十
才
下
の
政
宗
の
近
習
役
と

な
り
、
姉
弟
協
力
し
て
政
宗
の
精
神

的
成
長
に
大
き
な
力
と
な
っ
た
。

　
又
天
正
十
七
年
、
伊
達
家
の
興
亡

を
か
け
た
会
津
芦
名
家
と
の
摺
上
原

の
合
戦
へ
の
出
陣
の
際
、
喜
多
子
は

景
綱
の
令
名
が
、
こ
の
鐘
の
音
の
よ

う
に
天
下
に
ひ
び
く
よ
う
に
と
の
祈

り
を
こ
め
て
、
景
綱
の
馬
印
と
し
て

黒
釣
鐘
の
旗
を
贈
っ
た
。
後
に
片
倉

家
の
大
馬
印
と
な
り
。
又
白
石
市
紋

章
と
な
っ
た
黒
鐘
の
生
み
の
親
は
実

に
彼
女
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
秀
吉

の
天
下
平
定
後
、
京
都
伏
見
に
居
を

て
帰
国
し
た
。
や
が
て
喜
多
子
は
、

こ
の
地
に
庵
を
結
び
、
主
家
の
隆
盛

と
片
倉
家
の
安
泰
を
祈
っ
て
続
経
三

昧
静
か
に
余
生
を
送
り
、
慶
長
十
五

年
（
一
六
一
〇
）
七
十
二
才
で
没
し

た
。
後
に
伊
達
家
で
は
喜
多
子
の
誠

忠
に
免
じ
、
重
長
後
室
の
妹
阿
菖
蒲

に
、
田
村
家
の
縁
に
繋
が
る
定
広
を

め
あ
わ
せ
、
喜
多
子
の
名
跡
を
継
が

せ
た
。
石
森
片
倉
家
の
祖
で
あ
る
。

〃
史
蹟
を
た
ず
ね
て
〃
と
題
し
、
本

号
よ
り
十
一
回
に
わ
た
っ
て
、
市
史

編
募
委
員
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
ま

す
、
飯
沼
寅
治
先
生
に
、
お
忙
が
し

い
と
こ
ろ
、
無
理
に
執
筆
を
お
願
い

い
た
し
ま
し
た
。

　
市
民
の
み
な
さ
ま
と
共
に
、
郷
土

の
文
化
財
を
た
ず
ね
て
見
ま
し
ょ
う
。

　
表
紙
も
史
蹟
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、

企
画
い
た
し
ま
し
た
。

～

一3一品川～横浜間に初の汽車開涌（明治5年
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し
み
ん
・
母
月

ひ
5
ば
．
㊥
璽

　
子
供
に
ど
ん
な
本
を

　
　
与
え
た
ら
よ
い
か

店
先
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
雑
誌
が
、

色
彩
も
あ
ざ
や
か
に
、
付
録
が
山
程

つ
い
て
並
べ
ら
れ
、
子
供
は
そ
の
付

録
に
目
を
う
ば
わ
れ
、
マ
ン
ガ
本
を

白中
　3年4組
上野とも子
、んが書いたものです

収
集
さ
れ
な
い
ご
み
〃
”

　
ご
み
の
指
定
収
集
日
に
、
ご
み
を

出
し
ま
し
た
が
、
他
の
ご
み
は
収
集

し
て
行
き
ま
し
た
が
、
私
の
出
し
た

ご
み
は
収
集
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

好
ん
で
買
っ
て
読
ん
で
お
り
ま
す
が
、
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。
匿
名

子
供
に
す
す
め
る
こ
と
の
出
来
る
優
　
〈
お
こ
た
え
〉
（
衛
生
セ
ン
タ
ー
）

良
図
書
等
を
お
教
え
下
さ
い
。
　
　
　
　
ご
指
摘
の
あ
り
ま
し
た
収
集
さ
れ

　
　
　
自
石
中
町
　
安
藤
貴
恵
　
　
　
な
か
っ
た
ご
み
に
は
、
つ
ぎ
の
こ
と

〔
お
こ
た
え
〕
　
（
白
石
市
図
書
館
）
　
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
新
し
い
図
書
館
が
立
派
に
完
成
し
①
収
集
車
が
巡
回
し
た
あ
と
に
出

五
月
一
日
よ
り
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
　
　
し
た
と
き

　
最
近
、
子
供
の
読
書
熱
が
盛
ん
に
　
　
収
集
車
は
指
定
日
に
、
同
じ
時
刻

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
先
生
方
や
、
頃
に
巡
回
し
て
お
り
ま
す
。
お
早
め

お
母
さ
ん
方
は
子
供
に
、
ど
ん
な
本
　
に
指
定
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

を
与
え
た
ら
よ
い
か
・
関
心
が
高
ま
②
可
燃
物
と
可
燃
物
の
収
集
日
が

っ
て
お
り
ま
す
が
・
書
店
に
は
売
ら
　
　
異
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
燃
物
の
収
集
日
に
、
ビ
ン
や
ガ

ん
か
な
の
商
法
で
、
種
々
の
本
が
氾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ス
等
を
間
違
っ
て
出
し
た
場
合
に

濫
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
如
何
に
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
収
集
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

ん
で
子
供
に
与
え
る
か
、
そ
の
目
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
畳
等
大
型
ご
み
を
出
し
た
と
き

と
な
る
展
示
会
を
開
き
ま
す
。
ど
う
　
　
畳
・
戸
棚
等
大
型
の
ご
み
を
出
す

ぞ
，
こ
覧
に
な
り
参
考
に
し
て
い
た
だ
　
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
引
越
し
等
で

け
れ
ば
幸
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
多
量
の
ご
み
を
出
す
と
き
は
、
市
役

展
示
期
間
　
五
月
十
七
日
～
十
九
日
　
所
又
は
、
衛
生
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡

展
示
場
所
　
自
石
市
図
書
館
　
　
　
　
下
さ
い
。
尚
限
ら
れ
た
車
輌
で
一
生

展
示
図
書
　
五
百
点
　
　
　
　
　
　
　
懸
命
集
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

映
　
画
“
子
ど
も
と
読
書
”
　
　
し
く
ご
協
力
下
さ
い
。

福
祉
年
金
受
給
権
者
は

所
得
状
況
届
を
し
ま
し
ょ
う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
蕪蕪V誌VllV輪蓉Vぎ灘蕪籍　　罠
鞭，＿，襲灘灘難難難馨
購，、、叩、……鯉、。．辮．。．騰灘虜福福蕪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定祉祉　祉
＃年以て出得　まつこ届所年和え証国ろめ　　給
鐘間降’に状こすてとを得度四て書民にる年年付年
D福の五よ況の。おに出状分十　を年よと
ぎ雄一日っ届所　りなす況の九昭添金りこ金金金金

国
民
年
金

証
書
を
添

え
て
、
昭

和
四
十
九

年
度
分
の

所
得
状
況

届
を
出
す

こ
と
に
な

っ
て
お
り

ま
す
。

　
こ
の
所

得
状
況
届

出
に
よ
っ

て
、
五
月

以
降
の
一

年
間
福
祉

年
金
の
支

給
を
決
め

る
も
の
で
す
。
届
出
が
な
い
と
九
月

以
降
の
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
出
来

な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
お
忘
れ
な
く

届
出
を
し
て
下
さ
い
。

▼
　
所
得
状
況
届
の
方
法

①
届
出
期
問
　
五
月
七
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
月
三
十
日

②
届
出
場
所
　
白
石
市
役
所
市
民
課

　
　
　
　
　
　
又
は
各
出
張
所
分
室

③
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

　
e
り
国
民
年
金
証
書

　
⑰
印
鑑
（
年
金
届
出
に
使
用
の
も

　
　
の
）

　
ω
扶
養
義
務
者
が
給
与
所
得
者
の

　
　
場
合
は
、
昭
和
四
十
八
年
分
の

　
　
源
泉
徴
収
票

　
◎
公
的
年
金
受
給
者
は
、
現
在
受

　
　
給
の
証
書
又
は
保
管
証

④
現
在
支
給
停
止
の
方
も

　
戦
争
公
務
等
に
よ
り
、
扶
助
料
を

　
受
け
て
い
る
大
尉
ま
で
の
方
で
、

　
ま
だ
老
令
福
祉
年
金
の
裁
定
未
請

　
求
の
方
も
手
続
き
を
し
て
下
さ
い

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
制
度
ご
存
じ
・

　
国
民
年
金
の
被
保
険
者
は
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。　

し
か
し
家
族
の
病
気
や
、
低
所
得

の
た
め
保
険
料
を
納
め
る
事
が
、
出

来
な
い
人
達
の
た
め
に
、
保
険
料
の

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
　
保
険
料
の
免
除

　
保
険
料
が
免
除
に
な
る
場
合
、
次

　
の
二
つ
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
法
定
免
除

　
次
の
方
は
届
出
す
る
と
、
法
律
上

　
免
除
に
な
り
ま
す
。

←り

　生

活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助

　
を
受
け
て
い
る
方
。

⑰
　
拠
出
制
障
害
年
金
、
障
害
福
祉

　
年
金
を
受
け
て
い
る
方
。

の
　
国
立
保
養
所
等
に
、
収
容
さ
れ

　
　
て
い
る
方
。

②
申
請
免
除

　
　
生
活
扶
助
等
を
、
受
け
な
く
て

　
　
も
所
得
が
少
く
、
保
険
料
を
納
め

　
　
る
こ
と
が
、
困
難
な
方
は
保
険
料

　
　
免
除
申
請
を
提
出
し
て
、
認
可
さ

　
　
れ
れ
ば
免
除
に
な
り
ま
す
。

　
↑
0
　
給
付
（
免
除
さ
れ
た
場
合
）

　
　
老
令
年
金
の
額
は
全
額
納
入
し
た

　
　
被
保
険
者
の
三
分
の
一
と
な
り
ま

。
　
す
。
障
害
年
金
、
母
子
年
金
等
は
、

　
　
保
険
料
を
全
額
納
め
た
被
保
険
者

　
　
と
同
額
支
給
に
な
り
ま
す
。

＠
保
険
料
の
追
納

　
　
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
方
が
、
免

　
　
除
を
受
け
て
か
ら
、
十
年
以
内
で

　
　
あ
れ
ば
、
何
時
で
も
追
加
し
て
納

　
　
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

免
除
申
請
の
受
付

①
期
　
間
　
五
月
十
日
～
六
月
十
日

②
場
　
所
　
自
石
市
役
所
市
民
課
ま

　
　
　
　
　
た
は
、
出
張
所
、
分
室

③
申
請
に
必
要
な
も
の

　
　
国
民
年
金
手
帳

　
　
印
　
　
　
　
鑑

4　一言十41．312人女21，323人4月1日現在9811世帯男19．989人　　　　　　白石市の人口
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市
営
住
宅
入
居
希
望
者
を

募
集
し
て
お
り
ま
す

　
大
平
森
合
下
前
山
地
内
に
建
設
中

の
市
営
住
宅
の
入
居
希
望
者
を
、
募

集
し
て
お
り
ま
す
。

寡
集
方
法

①
公
　
募

②
入
居
申
込
方
法

　
　
入
居
申
込
書
（
市
役
所
建
設
課

　
又
は
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
）
に

　
記
載
し
て
必
要
書
類
を
添
付
し
て

　
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

③④

申
込
受
付
場
所

市
役
所
建
設
課

申
込
受
付
期
問

　
昭
和
49
年
5
月
1
0
日
か
ら

5
月
18
日
ま
で

申
込
者
の
資
格

　
市
内
に
居
住
し
て
い
る
方
で
、

現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
者
、
詳

し
く
は
、
入
居
申
込
書
に
記
載
し

て
あ
り
ま
す
。

入
居
者
の
選
考

書
類
審
査
の
結
果
有
資
格
者
に

つ
い
て
は
、
実
態
調
査
の
上
抽
選

に
よ
り
入
居
者
を
決
め
ま
す
。

募
集
住
宅
の
あ
ら
ま
し

①
団
地
名

②
所
在

③
構
造

④
募
集
数

⑤
床
面
積

豊
き
葛
謬
毒
き
專
き
葛
葛
霞
8
畠
諭
⑥
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

高
令
者
学
級
開
講
　
　
　
↑
，
⑦
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞
　
⑧
敷

　
　
　
学
級
生
募
集
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

心
身
と
も
に
、

金賃　格
　　畳

　
　
　
　
　
　
　
㎝
⑨
入
靖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
問
㌧
合
せ
は
建
設
課
へ

健
康
を
保
っ
た
め
8
§
蓼
毒
亀
S
8
e
8
§
き
き
亀

の
学
習
を
行
な
い
、
日
々
を
明
る
く

楽
し
い
生
活
を
送
ら
れ
る
よ
う
に
、

高
令
者
学
級
を
次
の
要
領
で
開
講
し

ま
す
。
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

①
学
習
内
容

▼▼▼▼

健
康
管
理
と
健
康
法

時
の
話
題
、
歴
史
と
文
化
財

趣
味
、
視
察
、
見
学

若
い
世
代
の
理
解

★
学
習
の
方
法

②③

　
新
　
館

大
平
森
合
字
下
前
山

耐
火
構
造
五
階
建

十
九
戸

四
八
・
二
五
平
方
米

六
畳
・
四
、
五
畳
・
三

・
台
所
、
風
呂
場
、
便
所

一
万
五
百
円

家
賃
の
三
カ
月
分

六
月
上
旬

④
経

⑤
申
込
み

　
市
中
央
公
民
館
へ

話
し
合
い
、
講
話
等

学
習
期
問

　
六
月
～
三
月
ま
で

学
級
編
成
と
対
象

　
年
令
六
十
五
才
以
上
の
方
五
十

名
ぐ
ら
い
。

　
費
個
人
負
担
な
し

　
　
　
五
月
三
十
一
日
ま
で
、

　
　
　
　
　
　
（
電
話
⑥
一
西
垂
番
）

蒐
丸

を設置したことにより、市役所の庁内電話番号が変わりますからお知らせいたしま

げると早くつながりま市役所⑤2111番）市役所に電話するとき、内線番号をつ

此度、広域時分制度数計

　　庁内電話番号表

番号

0
　
1
　
　
2
　
3
　
4
晶
　
5

0
　
0
　
　
0
　
0
　
0
　
0

0
　
　
1
　

3
　

4
　

F
O
　
6

600

602

603

6〔殴

605

606

610

　課　（室）　名

（五　階）

第一委員会室

第二委員会室

第三委員会室

第四委員会室

議員控室

議会議長

　〃副議長

議会事務局

図書応接室

音響調整室

（地階）

職員組合

休憩室　　（女子

　　　　　（男子

番号

　
　
室
室

　
　
務

店
堂
事
械

　
　
堂

売
食
食
機

　
　
室

　
　
械

　
　
機

　
室
タ

）
　
　
　
一

屋
気
べ

塔
　
　
レ

（
電
工

616

615

（車庫）

運転手控室

（詰所〉

車輌整理員室

400

401

402

4
　
4
　
　
▲
・

4
　

4
　
4
噛

　　課　（室）　名
（四階）

記者室

教育長室
教育委員会（社会教育課長

　〃　　社会教育課
　　　　　（庶務課長

号番

ウ
配
　
2

4
　
▲
「

423

425

430

431

　　　　　（学校教育課長

　　　　　　学校教育課

選挙管理委員会

監査委員室

大会議室

電話交換室

第三会議室

300

301

302

303

　課　（室）　名

　（三　階）

印刷機械室

管財課　　　（課長）

号番

〃
　
　
〃

室
室
室
室

書
長
接
役

秘
市
応
助

200

201

202

203

204

210

　課　（室）　名

　〔二　階、

衛生課　　（課長

　　　　　庶務

　　　　　公害

　　　　　保健

号番

商工観光課（課長）

0
　
　
1
　
　
2
　
　
3

325

326

327

330

335

338

20　総務課　　　（課長

21　　〃　財政、消防

22　　〃　　　庶務

23　　〃　　文書広報

24　秘書企画課（課長

25　　〃　　人事企画

26　　〃　統計、共済

i30第二会議室

31図　書　室

132用度品庫

上手な電話のかけかた

番号はよくたしかめて

ダイヤルは指止めまで正確に

ダイヤルは途中休まずスムーズに

呼出音が出なくても、しばらくそのままで

話し中のときは、2～3分待ってから

〉
　
〉
　
　
レ
　
　
》
　
　
＞

240

241

242

243

260

2’64

265

266

農林課　　（課長

　　　　　　畜産

　　　　　　農務

　　　　農林土木

　　　　　　林務

農業委員会

都市計画課（課長

　　　　　　計画

　〃　　区画整理

建設課　　（課長

　　　　　　庶務

　　　　住宅建築

　　　　　　道路

水道事業所（所長

　　　　　　庶務

　　　　　　検針

　〃　　給水施設

第1会議室
製　図　室

青写真室

セ肖費生享舌ホ目言炎室

印　刷　室

0
　
　
1

126

127

3
　
　
0
0
　
3
　
　
3
　
　
3
　
　
ウ
e

　課　（室）　名

　（一階）

宿直室
　　（夜間転送台

収入役室

会計課　　（課長

　　　（第一出納

　　　（第二出納

銀行
市民相談室

市民課　　（課長

』
絵
　
　
4
　
　
』
唖
　
　
4

』
恐
　
　
4
恐
　
　
4

（課長

市民税

税務課

務
税
産

　
　
資

庶
納
定

　
　
固〃

　
　
〃

0
　
　
1
　
　
2

（課長）保険課

　〃

160

161

162

163

164

165

福祉事務所（所長

　〃　　　　庶務

　〃　　　　社協

　　　　　　福祉

　　　　　　保護

室談相祉福

5東名高速道路全面開通（昭和44年
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目
　
（
内
線
二
〇
『
番
）

　
妊
婦
相
談

該
当
者
　
4
月
届
出
の
者

日
時
5
月
1
4
日
午
後
1
時

場
　
所
　
白
石
市
民
会
館

　
三
カ
月
児
検
診

該
当
者
　
1
月
1
日
～
1
月
31
日
ま

　
　
　
　
で
の
出
生
者

場地対日　地対　日

所区象時　　区象　時

5
月
2
日
　
午
後
1
時

｛
　
越
河
・
斎
川
・
大
平
・

　
大
鷹
沢
・
臼
川
・

　
福
　
岡
・
小
原
・

5
月
9
日
　
午
後
1
時

白
　
石
地
区

臼
石
保
健
所

六
カ
月
児
検
診

該
当
者

日
　
時

対
　
象

地
　
区

日
　
時

対
　
象

地
　
区

場
　
所

　
十
ニ
カ
月
児
検
診

該
当
者

日
時

昭
和
4
8
年
n
月
出
生
者

5
月
1
6
日
　
午
後
1
時

白
　
石
地
　
区

5
月
2
3
日
　
午
後
1
時

　
越
河
・
斎
川
・
大
．
平
・

　
大
鷹
沢
・
自
川
・

　
福
岡
・
小
原
・

白
石
保
健
所

昭
和
4
8
年
4
月
出
生
者

5
月
8
日
　
午
後
1
時

場
所
臼
石
市
民
会
館

　
三
才
六
カ
月
児
検
診

該
当
者
　
昭
和
4
5
年
11

月
1
日
～
3
0

　
　
　
　
日
ま
で
の
出
生
者

場日昭和49年度ッ反、B　C　G接種日程表
時
5
月
2
8
日
午
後
12
時
3
0

　
　
分
～
1
時
ま
で
受
付

所
白
石
保
健
所

会　　場
大鷹沢小
白川中
三住分校
蔵王分校
不忘分校
長峯分棟
越妻可小
斎川小
大平小

　　ツ反測定とBCG
5月16日11．40～12．30
5月16日9．30～10．30
5月23日10．30一一11．00
5月23日11．30～12．00
5月23日13．00～13．30
5月23日14．00－14．30
5月23日11．50～12．30
5月23日11．00～11．30
5月23日10．00～10．30

　　ツベルクリン注射
5月14日11．40－12．30
5月14日9．30～10．30
5月21日10．30～11．00
5月21日11．30～12．00
5月21日13．00～13．30
5月21日14．00～14．30
5月21日11．50～12．30
5月21日11．00～11．30
5月21日10．00～10．30

　
沢
川
住
王
忘
峯
河
川
平

　
鷹

　
大
白
三
蔵
不
長
越
斎
大

区地

図書館新館落成記念

者
、
影

　
い

　
な

　
い

　
て

　
し

者
を

主
種

の
G

で
C

ま
B

日
に

31
で

12
今

46

下
湘

～
以
繭

日
オ
㎜

1
3
　
剛

6
日
㎜

●
●
　
酬

月
満

年
当

45

種
…

s
接
繭

宮城四郎、輝夫、絵画展示会

　
　
　
團
（
内
線
一
六
一
番
）

　
　
　
定
期
生
活
相
談

　
　
日
時
5
月
7
日
1
5
日
2
5
日

　
　
　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
12
時

出
接
場
　
所
　
白
石
市
役
所
第
2
会
議
室

　
　
　
高
令
者
職
業
紹
介
相
談

　
　
日
時
5
月
7
日
21
日

　
　
　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
2
時

月
ま
場
　
所
　
白
石
市
役
所

　
　
　
　
　
　
社
会
福
祉
事
務
所

年
で

　
　
驚
一
一
一
一
＝
一
一
冒
．
一
一
一
一
一
一
曽
曹
一
一
一
一
一
一
一
曹
曽
．
一
一
一
一
一
憎
一
．
冒
冒
”
一
一
一
一
一
－
｝
一
一
一
一
一
一
「
冒
．
一
一
≡
曽
一
”
．
一
雲
一
一
冒
ロ
曽
套
一
．
一
曽
一
一
一
一
．
一
一
．
一
一
＝
一
曽
層
甲
．
一
…
一
一
＝
濤

対象者

IIIIlhIIロIIIII”1”III怪～1lIl

5！llとき5月24日～28日
ヨ　　六　，、ところ　　白石市図書館

5番1洪催く白石市零館
ヨ）爆蒔．繕ポボ皇黛磐磐

ネパールの子供にBCGを〃
使用ずみ切手を集めてください

吏用ずみ切手約400枚でB　CG1人分になります

白石ロータリークラブ
　　　　　振興相互銀行白石支店内

自石北ロータリークラブ
　　　　徳陽相互銀行臼石支店内

臼石青年会議所
　　　　　　　　白石商工会議所内

取扱所

闘
固
回
閲
囲
醐
閥
■
（
⑤
毛
二
。
番
）

国
（
内
線
一
二
七
番
）

行
政
相
談
田

日
　
時
　
5
月
11
日
（
土
曜
日
）

　
　
　
　
午
後
1
時
～
3
時

場
所
臼
石
市
役
所

傷
胴
團
囮
（
⑤
三
套
。
番
）

5
月
の
行
事

完納にご協力下さし

28　2421　14　10　8

日日日日日日

5
月
の
行
事

日
本
舞
踊

茶
道
裏
千
家

料
　
　
　
理

華
道
池
坊

ギ
　
タ
　
ー

和
　
　
　
裁

剣
　
　
　
道

盆
栽
、
生
花
、
茶
道

民
謡
、
謡
曲
、
詩
吟

囲
碁
、
書
道
、
将
棋

盆
栽
、
生
花
、
茶
道

民
謡
、
謡
曲
、
詩
吟

囲
碁
、
書
道
、
将
棋

一　6　一

国民健康保険税第1期

固定資産税第1期

　5月31日まで

白石市

騨
一
妻
一
一
垂
一
…
一
三
一
…
一
一
一
…
一
一
｝
…
…
…
一
…
一
冒
冒
垂
三
華
冒
一
姜
…
…
…
一
一
一
一
一
一
瓠

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
7
日
14
日
2
1
日
2
8
日

ピ
ン
ポ
ン

ス
イ
ー
ト
ピ
ー
2
日
9
日
1
6
日
2
3
日

民
　
　
　
謡

着
付
講
習
会

　
　
た
ば
こ
は

13

日
2
0
日
2
7
日

7
日
1
4
日
21
日
2
8
日

7
日
14
日
21
日
28
日

2
日
9
日
1
6
日
2
3
日

4
日
n
日
18
日
2
5
日

4
日
n
日
18
日
2
5
日

10

日
13
日
η
日
2
0
日

24

日
2
7
日
31
日

7
日
9
日
1
4
日
1
6
日

21

日
23
日
2
8
日
3
0
日

10

日
1
7
日
24
日
31
日

4
日
1
1
日
18
日
2
5
日

市
内
で
買
い
ま
し
ょ
う
。

番当日休

　外　　　科
加藤㈹医院⑤4701

刈田病院⑤2145
朝倉病院⑤2101
銭谷医院⑤2010
宮城医院⑤2062
刈田病院⑤2145

　内　　　科
加藤伺）医院⑤2001

引地医院⑤2036
柿崎医院⑤2210
亘理医院⑤2355
大沼医院⑤2502
筥　医院⑤2410

曜日
．
月

日
蓬
日
覆
径
罷

祝
日
休
日
日
日

3
5
6
1
2
1
9
2
6

5

　　　　　　新憲法施行　　（昭和22年）


